
                          港区立小中一貫教育校白金の丘学園 

肯定的な回答が９０％以上の項目 

項目 R４肯定的回答 参考資料（R３） 
学園だより、学年だより、ホームページ等の情報 ９４．２ ９２．５ 
電話をかけた時や学園を訪問した際の教職員の対応 ９５．８ ９４．５ 
児童・生徒の行事への意欲 ９７．５ ９５．８ 
安全に対する指導 ９４．５ ９４．３ 
落ち着いた学習環境 ９４．２ ９１．７ 
安全・栄養・食育を考えた給食の提供 ９５．１ ９２．９ 

 

肯定的な回答が８０％未満の項目 

項目 R４肯定的回答 R４分からないと回答 

英語を使った活動 ７０．７ １３．２ 
地域の人材、地域の教材を活用した学習 ７５．５ １７．１ 
いじめ防止の取組 ６１．５ ３３．０ 
不登校に対する取組 ３８．９ ５６．２ 
異学年交流、小中連携 ６５．８ ２２．３ 
道徳の授業の充実 ６８．６ ２７．３ 

考察 

〇学園だより、学年だより等で情報を伝えることができました。 

「学園だより、学年だより、ホームページなどの情報で学校の様子がよく分かる」の回答が 94.2％で

した。今年度は「がくぷり」の導入でよりペーパーレス化を図り、保護者は「がくぷり」やホームペ

ージで学園だより等を確認し、学校の様子を把握することができたと思われます。 

 

〇行事に対する子供たちの意欲的な取組が高評価でした。 

今年度も新型コロナウイルス感染防止のため、全体が集まる学校行事は行うことができませんでした

が、工夫して実施しました。行事（中学校：白丘の乱、白祭 小学校：秋スポ、音楽会等）に児童・

生徒は意欲的に取り組むことができました。保護者の方には学年・学級限定公開や動画視聴していた

だき、子どもたちの様子など意欲的に取り組む姿を伝えることができたと考えます。 

 

〇授業等の様子を伝える取組はこれからの課題です。 

学園だより、学年だより、ホームページなどで情報を伝えることができた一方、感染防止のため授業

等を参観する機会が少なく、通常の授業を見てもらうことがあまりできませんでした。「英語を使っ

た活動」への肯定的回答 70.7％、「道徳の授業の充実」への回答 68.6％は、そのことも影響している

と考えられます。なお、学校関係者評価後に道徳授業地区公開講座を実施し、アンケートで道徳の授

業に対してのご意見、ご感想をいただきました。分散参観、オンラインでの参観等、授業の様子をお

伝えする取組を考えていきます。 

 

〇いじめ防止や不登校に対する取組について、お伝えしていきます。 

「いじめ防止に向けた取組が行われている」61.5％、「不登校に対する取組が行われている」38.9％

でした。当事者でないと取組が分からないことによる結果と思われますが、防止に向けて毎月学校生

活アンケートを実施したり、教育相談を充実させたり、道徳の授業等で取り上げたりしています。今

年度は「いじめ防止対策通信」を発行しましたが、「分からない」と回答した方も多かったことから、

これらの取組をお伝えする取組を考え実施していく必要があると考えます。 

 

〇一貫校としての連携強化に努めます。 

今年度も感染防止のため、異学年や小中学校の交流を控えざるを得ない状況でありました。子供たち

は互いの行事を動画で視聴したり作品を見学したりして、その感想等をカードに記して渡すなどの間

接的交流を工夫をしています。中学校の行事に小学生が一部参加するなど、コロナ禍でもできる交流

を模索し実施していますが、今後も小中連携の強化、取組の充実が必要であると考えます。 


